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“an old man”と描写されており (24)、野球の世界においては、老齢が決定的なまでに否定的要素と
なることが象徴的に表現されている。その上、大リーグに加入し主力選手となったロイは、彼の所

































世界に安住の地を見出すロイは、“self-centeredness” (Abramson 18)、 “moral failure” (Wasserman 50)、 








由となっている (50, 72, 193, 209, 283, 333)。さらに、ドゥービンはファニーの目視と、彼女との共
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に思い込んでいる (331)。以上のような彼の視点と調和する形で、ドゥービンは彼の娘 Maud を妊
娠させた交際相手が 60歳である事実を知った際に落涙しており (340)、加齢を否定的に眺める彼の
視点は、娘の交際相手に対して下す判断にも反映している。当然ながら、ドゥービンは自己の老










そのようなドゥービンに関しては、“. . . William Dubin will remain trapped in the prison of his own 
subjectivity . . .” (Briganti 185). という評価が下されている。あるいは、ドゥービンは、“admitted 
self-centeredness” (Abramson 111) を内包する人間と位置付けられている。実際に、愛人のファニー
との関係が事情ゆえに断たれてしまった痛手を、友人の妻 Flora Greenfeldとの姦通によって慰撫





Orville Fairchild教授が一貫して否定的な人物像を呈していることには議論の余地はない (Helterman 
60)。そのフェアチャイルドは銀髪の豊饒さが強調されている (38)。さらには、急死する直前まで
学問に関する彼の理想を、精力的かつ饒舌に語り続けている (303-4)。後に分析の対象とする、同







































モリスは、“symbolic conscience fi gures” (Hershinow 142)、あるいは、“the ethical center of the novel” 
(Richman 50) という位置付けが作中でなされている。さらに、彼の行動様式は、 “heroically human 
Jew” (Goldman 152)と評され、また、リンカーンの神話を想起させる (Shear 211-12)という解釈す
らなされ、やはり、極めて肯定的な人物像が配置されている。
　ここで再度、『ナチュラル』を俎上に載せると、アイリスは、“ ‘Experience makes good people 
better’ ” (152). と述べている。すなわち、彼女は齢を重ねることにより、人生の質、人の判断力は
向上すると考えており、ロイとは正反対に、加齢を肯定的に捉えている。さらには、アイリスは
33歳の若さで、孫を持つ祖母の立場にあり、極端な形で老いの表象が割り当てられている。さら
には、その状況を彼女は前向きに受容している (204)。そのようなアイリスには、“the benevolent 
knight supporter” (Abramson 13)、あるいは、“a life-giving fi gure” (Abramson 13)といった人物像が
付与されている。さらに彼女は、“whose presence restores the power of Wonderboy, his Excalibur” 





　次に短編小説に目を移すと、“The First Seven Years” において Sobelは、彼の雇主 Feld に対す
る “the moral advantage” (Bilik 61) を保持する人物として描かれている。加えて、若い大学生Max 
が、ソベルの娘 Miriam の視点から物質主義者として完膚なきまで酷評される一方で (11)、ソベル
は彼女の深い敬愛の対象となっている (8)。このような形で、肯定的人物像が与えられているソベ
ルの外見は、“a bold head” (7)を特徴としている。加えて、彼は 30歳であるとは思えないほど老け
こんでおり (7)、やはり、老いの表象が前景化されている。“The Last Mohican”に登場する Shimon 

















　「魔法の樽」において、作品中盤までの Loe Finkle は、結婚相手の仲介業者 Pinye Salzman から
紹介された女性に関して、“ ‘Did you say nineteen? ’ ” (197)、“ ‘You’re sure she’s that young?’ ”(198)
と問い、女性の若さに拘泥している。また、リオは婚姻暦を持つ女性との結婚に対しても極めて
強い拒絶反応を示す (196)。このように、若さは、結婚相手の女性に関して、フィンクルが絶対に
譲れない条件である。以前に紹介された女性を、その後に話題にする際にも、リオは “ ‘Age thirty-
two?’ ” (201)と述べ、年齢の高さによって女性を特定化している。リオは、ザルツマンから紹介さ
れる女性の年齢が不明確な際には苛立ちを隠せない (201)。斡旋人が紹介した女性に実際に会った






“It gave him the impression of youth―spring fl owers, yet age―a sense of having been used to the bone, 
wasted . . .” (208). という印象を与える女性を、彼の配偶者として最適であると認識するに至る。彼
女は、「骨に至るまで使い尽され」、「荒廃した」という、老いの表象が主潮の女性なのである。他
方、本作をリオが内面的に成長する過程を描いた作品と見る点で、批評家の評価は一致してい
る。例えば、“Neither Salzman nor Finkle understands love: Finkle learns about it through suffering . . .” 








“Sy Levin achieves a kind of unsought-after heroism . . .” (Hershinow 137).、または、“[Levin] accepts 
the burden of his responsibilities and chooses an active role” (Briganti 177). と指摘している。あるいは、
“[T]he protagonist succeeds in overcoming his earlier traits and assumes an active role, and, consequently, 
achieves a positive identity” (Briganti 175).、“Levin has fi nally given up eros and is reaching for caritas” 
(Cohen, Bernard Malamud 70). という指摘により、終盤のレヴィンの行動様式は批評家から一様に
肯定的に評価されている。
　その一方で、レヴィンと対立関係を形成し続ける、ポーリーンの夫 Gerald Gilley が作中で一貫











が、結婚暦が長いギリー (年長者 )と未婚のレヴィン (年少者 )という現実とは正反対のものになっ
ている。やはり、マラマッド文学における老いの表象の配置の一貫性に揺るぎは見られない。この
事実は、The Fixer によっても例証できる。
　『修理屋』の Yakov Bok は、作品中盤まで顕著に認められる、自分の利益に固執する姿勢、自
愛から作品終盤において解脱する。そのような内的変身を遂げたヤーコフは、“. . . Bok in his cell 
recapitulates the darkest, most heroic aspects of Jewish existence in the diasporas” (Alter 40). という位
置付けがなされ、極めて肯定的な人物像を呈する。具体的には、妻が姦通した結果、生まれた不
義の子を実子としてヤーコフは認知する。その決断は、例えば、“his maturing self-transcendence” 
(Cohen, Bernard Malamud 85) の表出と解釈されている。あるいは、彼の言動が全ユダヤ人の運命
を左右することを意識しつつ自己の行動を律する作品終盤のヤーコフの姿勢は、“the necessity for 





質であることに疑いの余地がなくなった。この帰結は、“In Malamud’s world, young people are either 














張している (323)。さらには、D.H. Lawrence も、“And they [Americans] go backwards, from old age 
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to golden youth.  That is the true myth of America. . . .   And there is a gradual sloughing of the old skin, 




であった。例えば、“Contrast him [a Jew] to the archetypal American. He has no deep sense of history, 
going back when the patriotic occasion demands. . . .  American history is new.  This newness has always 
been appealing for exiles from old lands” (Malin 59). という指摘がみられる。その上、アメリカ
の風土が生み出す人々は、“a radically new personality, the hero of the new adventure: an individual 
emancipated from history, happily bereft of ancestry, untouched and undefi led by the usual inheritances of 




間で一般的に認められる精神構造とは、対極の関係にある。例えば、“The archetypal Jew embraces 
the rule of the father; the archetypal American rebels against the father” (Malin 35). という素描から分る
とおり、一般的なアメリカ人とは正反対に、ユダヤ人は年長者たる父親の行動規範を重視するの
が一般的なのである。さらには、“The father is the benevolent teacher; the son is the obedient student” 
(Malin 32). という形で、ユダヤ系の間では、若年世代の人々が年長者に服従するのが当然とされて
いる。ユダヤ教の特性に目を向けても、“The Jewish religion has as a major motive the consolidation 














　アメリカのユダヤ系の著名な文化人の自伝を紐解いても、例えば、Irving Howe は、“[E]ven the 
most rebellious sons still forced by circumstance and feeling to remain within the cultural orbit of their 
fathers” (Howe 183). や、“It was from her place in the kitchen that the Jewish housewife became the 
looming fi gure who would inspire, haunt, and devastate generations of sons” (Howe 174). と述べ、両親
の権威を痛感した子供時分の心性を回顧している。同様に、Alfred Kazin も、幼少時に感じた、ブ
ルーカラーの父親に対する尊敬の念の強さを述懐している (A Walker 52-53)。さらに彼は、父親
が体に付着した塗料を洗い落とすのを手伝った際に、“. . . I was really helping him, that I, too, was 
contributing to the greatness of the evening and the coming day” (A Walker 53). という感情を抱いた
という。この回想からも、父親の存在感の甚大さを彼が痛感していた事実が分る。他にも、“My 
great moment came at six, when my father returned from work . . .” (Kazin, A Walker 52). や、“But as a 
boy I idolized him [father] for the connection with America-at-large that he had made as a painter on the 








For many centuries, those who determined how the history of the Jews’ past was to be told had 
the power and the authority to do so―kings, prophets, priests, and, for well over fifteen hundred 
years thereafter, rabbis.  It was they who modeled Jewish historic consciousness out of the events 
of the past, appropriating history in the service of Jewish survival and of the survival of Judaism. 
(Dawidowicz 5)
このような指摘の例証として、ユダヤ人の多岐に渡る歴史を子供時分に父親から学んだというケイ






Assimilation steadily increases from generation to generation in what’s been called a chain effect. 
Even when the Jew who marries a non-Jew remains Jewish, his or her children are much less likely to 





　現在のユダヤ人の倫理観に関しても、“To do Jewish ethics is to stand within a legal tradition 
stretching back across the centuries.  It is to see oneself as bound by legal precedents . . .” (Newman 201). 
と指摘されている。この観察によると、過去のユダヤ系偉人との関連性において自己の行動を規
定するのがユダヤ人の倫理観に沿った生き方なのだ。さらには、“[W]hat distinguishes these models 




規範が両親よりも、祖父母に見いだされる傾向にある点が、“The grandparents . . . hold out powerful 
positive images of attractive Jewish role models” (Cohen and Eisen 48). という形で指摘されている。そ
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